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生
新
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陶 生 新 聞

陶
生
盛
り
上
げ
隊
発
行

令
和
二
年
一
月

公
立
陶
生
病
院
で
は
、

若
手
の
看
護
師
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
し
て
い
る
「
陶
生
盛
り
上
げ
隊
」
が

職
場
風
土
の
活
性
や
地
域
の
皆
様
へ
病
院
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

い
ろ
い
ろ
な
職
種
を
巻
き
込
ん
で
、
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

陶
生
病
院
で
働
い
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の

仕
事
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
な
ど

各
部
署
を
ま
わ
っ
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
き
ま
し
た
。

ど
こ
の
部
署
も
、
患
者
さ
ん
の
こ
と
を
第
1
に
考
え
て
い
て

と
て
も
頼
も
し
か
っ
た
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
が
お
互
い
の
役
割
を
知
っ
て
力
を
合
わ
せ
る
事
で

相
乗
効
果
が
生
ま
れ
、
患
者
さ
ん
に
よ
り
良
い
ケ
ア
が
届
く
と

思
っ
て
い
ま
す
。

病
院
祭
り
と

運
動
会
の
様
子
も

載
せ
ま
し
た



優勝チーム９N！

ブービー賞

○×クイズ

コスプレ
大声大会

11月23日にPOWER OF TOSEI～令和の幕開け～と題して病院運動会を行いました。
多職種交流と運動不足解消をめざし企画を考えました。

アンケートの結果では、93％が満足した、93％が部署での絆が深まったと回答。
写真には、一生懸命で楽しそうな顔がいっぱいです。

大きな企画なので運営もたいへんでしたが、良い結果につながってとてもうれしいです
これからも、病院の風土作りに貢献できるよう、陶生を盛り上げて行きます。

みんな
必死に

がんばって
ます

力を合わせて
頑張りました

みんな
かっこいい

楽しかった
やって良かった

２位は５E！！

３位は６S！！



第4回 陶生病院祭り～陶生の輪を令和に刻め～

開催日時：令和元年10月19日（土）9：00～12：30
場所：東玄関ロータリー 東棟1階・2階 北棟5階
来場者数：1159人+α（入り口調査より）

１．お薬の調剤（薬剤部）

２．AEDの使い方（救急部）

３．血糖測定と糖尿病について（5N）

４．手洗いチェック（感染制御部）

５．外来看護の紹介

６．ヨーヨー・うちわ作り（5S）

７．院内デイの作品展（院内デイ）

８．バザー（患者支援センター）

９．ポテト・唐揚げ（ローソン）

10．アピアランスケア・ネイルケア（こもれび）

11．看護の紹介（西棟）

12．ネコメイク（路　美容室）

13．ハンドマッサージ（愛知県看護協会）

14．看護の紹介（東棟）

15．触ってみよう医療機器（ME）

16．内障を使って体の中をのぞいてみよう（内視鏡センター）

17．骨密度測定（骨粗鬆症リエンゾン＆栄養課）

18．超音波検査とは（臨床検査部）

19．焼きそば・フランクフルト（ＮＪＣ）

20．自衛隊車両（自衛隊瀬戸地域事務所）

21．消防自動車・救急車展示（瀬戸消防）

22．ドクターカーと災害支援グッズ展示（ＥＲ）

23．しおり作り（瀬戸尾張旭市セラピストネットワーク）

24．傘袋ロケット作り（公立瀬戸旭看護専門学校）

25．妊婦体験・ベビーマッサージ（3Ｓ）

26．保育器展示（ＮＩＣＵ）

26．白衣・ユニフォーム試着（看護局）

27．ゴー！ゴー！車椅子！（リハビリ）

28．ヘリポートツアー（ＥＲ）

29．オペ室見学ツアー（ＯＰＥ）

せとちゃん 藤四郎くん

ドラニャ

あさピー

こまいぬ座

盆おどり

バトントワリング

お薬の調剤を体験し
3回/日のラムネをゲット

ドクターさながらの
腹腔鏡を扱うこども達

看護師さんの
ハンドマッサージ



【
一
日
の
仕
事
】

【
臨
床
工
学
技
士
と
は
】

・
点
滴
ポ
ン
プ
な
ど
医
療
機
器
の
修
理
・
点
検

・
生
命
維
持
装
置
の
操
作

・
手
術
機
器
の
準
備
・
操
作

【
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
】

・
患
者
さ
ん
に
装
着
す
る
機
器
が
ほ
と
ん
ど
で

安
全
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
気
を
使
い
な
が

ら
点
検
し
て
い
ま
す
。

・
手
術
中
の
機
器
ト
ラ
ブ
ル
を
「
ゼ
ロ
」

を
目
標
と
し
て
点
検
し
て
い
ま
す
。

・
手
術
の
進
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
よ
う
に

事
前
の
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
役
立
つ
豆
知
識
】

高
圧
酸
素
療
法
～
効
果
と
存
在
～

愛
知
県
内
で
も
所
有
し
て
い
る
施
設
は
少
な
い

・
組
織
の
低
酸
素
状
態
を
改
善

・
創
傷
治
癒(

傷
の
治
り)

を
促
進

・
滅
菌
効
果

シープリン

陶 生 新 聞

臨
床
工
学
技
士



病
院
で
の
役
割

病
気
や
け
が
を
発
症
し
た
直
後
か
ら

●
基
本
的
動
作
（
運
動
機
能
・
認
知
機
能
な
ど
）

●
応
用
動
作
（
食
事
、
ト
イ
レ
、
家
事
な
ど
日
常
生
活
に
必
要
と
な
る
動
作
）

の
改
善
・
獲
得
を
目
的
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
将
来
の
生
活
を
見
越
し
て
社
会
的
適
応
能
力

（
就
学
、
就
労
、
運
動
な
ど
）
の
獲
得
や
助
言
・
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

作業療法士の
紹介です！

大
切
に
し
て
い
る
こ
と

患
者
さ
ん
の
生
活
や
想
い
は
異
な
り
ま
す
。

よ
く
お
話
を
聞
き
、
相
談
し
予
測
し
、
そ
の
方
ら
し
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
な

サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

で
き
な
い
こ
と
に
目
を
向
け
る
の
で
は
な
く
、
「
そ
の
人
に
で
き
る
こ
と
」
を

見
つ
け
て
活
か
す
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

や
り
に
く
い
こ
と
・
で
き
な
い
こ
と
を
や
り
や
す
く
す
る
方
法
を
提
案
・
指
導

や
り
や
す
く
な
る
た
め
の
道
具
の
提
案
や
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
役
立
つ
豆
知
識
】

近
年
、
脳
卒
中
な
ど
運
転
に
支
障
を

き
た
し
て
し
ま
う
病
気
を
持
つ

運
転
者
が
免
許
を
更
新
す
る
際
に

医
師
の
診
断
書
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
で
す
。

そ
こ
で
作
業
療
法
士
が
脳
卒
中
な
ど

の
病
気
を
持
つ
方
の
運
転
評
価
。

指
導
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

注
意
力
な
ど
認
知
面
で
の
評
価

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー

自
動
車
学
校
と
連
携
し
た
実
車
に

よ
る
運
転
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

陶 生 新 聞

作
業
療
法
士

ドライビング

中枢訓練
機能訓練



「看護師さん、まだ働いているの？」と
患者様から言われることが多い看護師の勤務。
日勤は８時30分から17時15分まで。
夜勤は20時15分から始まり9時15分で終わります。
ロング日勤は8時30分から21時15分まで！
ロング日勤はフラフラになりながらも
皆様の安全安楽に気をつけて頑張っています！
ある日勤の一日の流れについてご紹介します。
この他にも術前、術後の看護、患者指導
患者様の気持ちを傾聴したり･･･などなど
色々なことが行われます

～看護師の役割～
患者さんの痛みや苦しみに寄り添い、励まし
治療を受けながら生活する患者さんの援助を
行うのが看護師です。（食事・清潔・排泄・活動
内服、生活指導、退院調整など）

医療チームの一員として、専門的な知識・技
術に基づいて患者さんのケアや診療の介助を
します。（各種測定、医療処置、病棟リハビリなど）

患者さんと接する時間が多く、患者さんの
身体と心の両面をサポートし、多職種との
連携を図り、患者さんにとってより良い療養
環境をつくります。

陶 生 新 聞

看
護
師

大
切
に
し
て
い
る
こ
と

・
人
を
思
い
や
る
気
持
ち

常
に
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考
え
る
事

・
よ
く
看
る
（
観
察
）
こ
と

病
気
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
全
体
を
見
る
こ
と

～朝のミーティング～
夜勤スタッフから日勤スタッフへ
引き継ぎます。
病棟の患者様のことをスタッフ
全員で情報共有します。



理
学
療
法
士
の

お
仕
事
に
つ
い
て
の
紹
介
★

業
務
内
容

●
整
形
外
科
の
患
者
に
対
す
る
歩
行
や
機
能
訓
練
・
評
価

●
心
疾
患
・
呼
吸
器
疾
患
患
者
の
身
体
機
能
の
維
持
・
向
上
な
ど

●
外
科
術
後
や
集
中
治
療
後
の
早
期
身
体
機
能
回
復

一日のスケジュール
●8：00 情報収集

●8：30～12：00 業務開始
外来患者さんの運動療法や身体機能評価
入院患者さんの運動療法・日常生活動作訓練など

●12：00～13：00 昼休憩

●13：00～
一般病棟にて入院患者さんの離床
日常生活動作訓練、呼吸ケアサポート

●17：00～
カンファレンス、診療録記録、事務的業務

大
切
に
し
て
い
る
こ
と

患
者
さ
ん
の
機
能
・
能
力
を
可
能
な
限
り

早
く
改
善
さ
せ
退
院
先
の
環
境
に
合
わ
せ
て

理
学
療
法
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す

【役立つ豆知識】
適切な強度の運動を行うと
身体の色々な所（筋肉、脳、血管など）
から心身共に健康になる良い物質が
分泌されることが分かっています。
歩ける方は散歩から初めてみましょう！

陶 生 新 聞

理
学
療
法
士

エルゴ負荷試験

小児訓練

歩行訓練

機能訓練



言
語
聴
覚
士
と
は
・
・
・

病
気
や
生
ま
れ
つ
き
の
障
害
な
ど
に
よ
っ
て

話
す
・
聞
く
・
食
べ
る
・
飲
み
込
む
こ
と
に
不
自
由
が
あ
る
人
に
対
し
て

言
語
能
力
や
聴
力
能
力
な
ど
を
回
復
さ
せ
る
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
仕
事
で
す
。

仕
事
内
容

言
語
聴
覚
士
の
対
象
と
な
る
患
者
さ
ん
は

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
く
、
人
に
よ
っ
て
抱
え
る
問
題
は
様
々
で
す
。

一
人
一
人
の
問
題
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
て
対
処
法
を
見
つ
け
出
し

リ
ハ
ビ
リ
を
通
し
て
症
状
の
改
善
を
は
か
る
こ
と
が
主
な
仕
事
で
す
。

具
体
的
に
は
、
子
ど
も
の
言
葉
の
遅
れ
に
対
し
て
絵
本
を
見
せ
て
言
葉
を
引
き
出
し
た

り
、
文
字
の
習
得
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
を
行
い
ま
す
。

認
知
症
や
脳
梗
塞
、
交
通
事
故
な
ど
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
言
語
障
害
に
は

患
者
が
自
分
の
思
い
を
表
出
で
き
る
よ
う
に
リ
ハ
ビ
リ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
て
ま
す
。

他
に
も
、
食
べ
物
の
飲
み
込
み
が
上
手
く
で
き
ず

む
せ
て
し
ま
う
場
合
に
は
原
因
を
調
べ
対
処
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

出社
朝礼・申し送り
外来患者リハビリ
入院患者リハビリ

交代でお昼休み

入院患者の
食事介助・嚥下訓練
外来患者リハビリ

カルテ入力や事務作業
退社

1日の流れ
8：30

12：00

16：00
17：15

外来患者のリハビリでは
成人：失語や高次機能訓練
小児：発達や言語訓練を実施しています

大
切
に
し
て
い
る
こ
と

し
っ
か
り
と
評
価
を
し
て

適
切
な
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る

事
を
心
が
け
て
い
ま
す
！

患
者
さ
ん
の
気
持
ち
に

寄
り
添
え
る
接
し
方
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
！

【
役
立
つ
豆
知
識
】

誤
嚥
性
肺
炎
は

死
因
の
上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
予
防
と
し
て
栄
養
を

し
っ
か
り
と
り
、

運
動
を
す
る
こ
と
、

そ
し
て
口
の
中
を
き
れ
い
に
保
ち

歯
を
残
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

陶 生 新 聞

言
語
聴
覚
士


